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1. はじめに

福島原発事故によっておきた環境の放射能汚染による被ばくは、これまで知見のあまり得られていな

い低線量被ばくの領域である。我々は野生動物を用いて生体への影響調査を行っている。行動履歴の不

明な野生動物の被ばく線量を推定するために、被ばく量に依存して歯の中に生成、蓄積される炭酸ラジ

カルを電子スピン共鳴（ESR）法にて測定する手法に着目した。現在、低線量で炭酸ラジカルと競合す

るピークの影響を受けにくい、動物の低線量被ばくに適用させるため改良した新手法を開発しており

[1,2]、現段階での測定精度と実際の推定線量被ばく線量について報告する。 
2. 方法

 福島県浪江町で捕獲したニホンザル 7 頭の歯を抜歯、破砕し、エナメル質を分離した後に、EDTA, 
NaOH, 酢酸等で処理を行った。その後、ESR 測定を行い、サンプル中の炭酸ラジカルの信号強度を測

定した。測定した信号強度から、非汚染地域のニホンザルのサンプルに、人工的に既知の線量を吸収さ

せる、ESR 測定をする、を繰り返して検量線を作成し、これを用いることで被ばく線量を推定した。検

量線は、従来から用いられている検出限界のほか、決定精度でも評価した。推定した線量は動物のモデ

ルを用いた放射線輸送コードの計算による推定値[3]とも比較した。

3. 結果および考察

検量線の検出限界は 51.7 mGy、検量線の精度は横軸をサンプルの推定吸収線量 x、縦軸を炭酸ラジカ

ル ESR 信号強度 I として、𝐼	 = 	 (1.26	 ± 	0.07) 	× 10./	𝑥	であった。この検量線を用いて、7 頭の福島県

のニホンザルの推定被ばく線量は36-411 mGyと推定された。ここのうち、空間線量率が9.5-19 µGy/h[4]
である昼曽根地区で捕獲されたサンプルは 127-411 mGy であった一方、空間線量率が 3.8-9.5 µGy/h[4]
である立野地区で捕獲されたサンプルは検出限界以下だった。この結果を計算による推定法の値と比較

したところ、推定線量を過小評価していることがわかった。両手法の推定値を換算する係数は1.06 ±
0.29であることがわかった。
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